
国　税／ 10月分源泉所得税の納付 11月10日
国　税／ 所得税予定納税額の減額承認申請 

 11月15日
国　税／ 所得税予定納税額第2期分の納付 11月30日
国　税／ 9月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

 11月30日
国　税／ 12月、3月、6月決算法人の消費税等の中間

申告（年3回の場合） 11月30日
国　税／ 3月決算法人の中間申告 11月30日
国　税／ 個人事業者の消費税等の中間申告（年3回

の場合） 11月30日
地方税／ 個人事業税第2期分の納付 

 都道府県の条例で定める日

11 2016（平成28年）

「株主リスト」が登記の添付書面に　本年 10 月１日以降の株式会社の登記の申請では、
登記事項について株主総会決議が必要な場合（例えば役員変更の登記）には、従来の株
主総会議事録に加えて、主要株主の氏名・住所・株式数等を代表者が証明した書類であ
る「株主リスト」を添付することになっていますので注意が必要です。

ワン
ポイント

◆  11月の税務と労務 11月 （霜月）NOVEMBER
 3日・文化の日　23日・勤労感謝の日

日 月 火 水 木 金 土

※税を考える週間　11月11日～11月17日
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11月号─2

　
会
社
に
は
、
様
々
な
区
分
や
呼
び

方
が
あ
り
ま
す
。
主
な
会
社
の
区
分

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

１
　
会
社
法
上
の
設
立
可
能
な 

　
会
社
区
分

　
現
在
で
は
株
式
会
社
、合
名
会
社
、

合
資
会
社
、
合
同
会
社
の
四
つ
の
会

社
が
設
立
可
能
で
す
（
会
社
法
二
条

一
号
）。

　
い
ず
れ
も
、
登
記
に
よ
っ
て
成
立

し
、
そ
の
後
も
登
記
が
対
抗
要
件
や

効
力
発
生
要
件
と
な
り
ま
す
。
明
治

五
年
に
専
門
職
と
し
て
司
法
書
士
が

創
設
さ
れ
、
会
社
を
含
む
法
人
全
般

の
登
記
申
請
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
従
来
は
、
商
法
第
二
編
で
定
め
ら

れ
て
い
た
株
式
会
社
、
合
名
会
社
及

び
合
資
会
社
（
さ
ら
に
昔
は
株
式
合

資
会
社
も
）
に
加
え
、
昭
和
十
三
年

に
制
定
さ
れ
た
有
限
会
社
法
で
有
限

会
社
の
設
立
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
十
七
年
に
制
定
さ
れ
た

新
会
社
法
で
有
限
会
社
は
株
式
会
社

に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も

に
、
出
資
者
の
有
限
責
任
が
確
保
さ

れ
、
会
社
の
内
部
関
係
に
つ
い
て
は

組
合
的
規
律
が
適
用
さ
れ
る
新
た
な

会
社
類
型
と
し
て
合
同
会
社
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
区
分
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
　
合
名
会
社

　
　
資
本
と
経
営
が
一
体
で
、
社
員

は
債
権
者
に
無
限
の
責
任
を
負
い

ま
す
。
社
員
＝
経
営
者
で
す
か
ら
、

も
ち
ろ
ん
会
社
の
定
款
を
定
め
る

な
ど
と
い
っ
た
運
営
に
関
す
る
業

務
執
行
権
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
　
し
か
し
、
会
社
の
損
害
を
出
資

額
の
範
囲
内
で
負
担
す
る
有
限
責

任
と
は
異
な
り
、
無
限
責
任
の
場

合
に
は
社
員
の
出
資
額
で
弁
済
が

及
ば
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
社
員
の

個
人
財
産
か
ら
も
そ
の
債
務
に
当

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た

厳
し
い
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

②
　
合
資
会
社

　
　
無
限
責
任
と
有
限
責
任
の
社
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
留
意
す

べ
き
は
、
有
限
責
任
社
員
と
無
限

責
任
社
員
の
最
低
二
名
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
点
で
、
社
員
が
一
名

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
一
名
が
有
限
責
任
社
員
な
ら

ば
合
同
会
社
に
、
無
限
責
任
社
員

な
ら
合
名
会
社
に
、
自
動
的
に
移

行
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で

す
。

③
　
合
同
会
社

　
　
会
社
法
の
改
正
で
新
し
く
で
き

た
も
の
で
、
そ
の
特
徴
は
社
員
全

員
が
会
社
へ
の
出
資
者
（
有
限
責

任
）
で
あ
り
、
か
つ
定
款
の
決
定

や
変
更
を
始
め
と
す
る
会
社
の
業

務
執
行
に
直
に
関
与
し
て
い
る
こ

と
で
す
。

　
　
つ
ま
り
、
株
式
会
社
に
お
け
る

役
員
や
株
主
総
会
の
持
つ
権
限
が
、

合
同
会
社
で
は
個
々
の
社
員
に
委

ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
合
同
会
社
で
は
社
員
が

一
人
で
も
会
社
の
設
立
、
存
続
が

認
め
ら
れ
、
株
式
会
社
へ
の
変
更

や
合
併
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
利
用
し
や
す

い
会
社
で
す
。

④
　
株
式
会
社

　
　
経
営
と
資
本
が
分
離
し
て
、
出

資
の
限
度
内
で
の
み
責
任
を
負
い

ま
す
。

⑤
　
特
例
有
限
会
社

　
　
特
例
有
限
会
社
と
は
、
会
社
法

施
行
以
前
に
有
限
会
社
で
あ
っ
た

会
社
で
あ
っ
て
、
同
法
施
行
後
も

1
2
3

4
5
6

合名会社

同族会社・非同族会社

親会社・子会社

中小企業
製造業その他
卸売業
小売業
サービス業

小規模企業者
製造業その他
商業・サービス業

リーディング・カンパニー

エクセレントカンパニー

多国籍会社

ベンチャー企業

合資会社

合同会社

株式会社

特例有限会社

大会社

中小会社

外国会社
公開会社

取締役会設置会社
会計参与設置会社
会計監査人設置会社
委員会等置会社

種類別株式発行会社
特定目的会社
投資法人

会

　
社

　
の

　
区

　
分



3─11月号

な
お
基
本
的
に
は
従
前
の
例
に
よ

る
も
の
と
さ
れ
る
株
式
会
社
の
こ

と
で
す
。

　
　
商
号
の
中
に
「
株
式
会
社
」
で

は
な
く
「
有
限
会
社
」
の
文
字
を

用
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
役

員
任
期
に
関
す
る
法
定
の
制
限
は

な
く
、
ま
た
決
算
の
公
告
義
務
も

な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

２
　
会
社
法
上
の
規
模
に
よ
る
区
分

⑴
　
大
会
社

　
①
最
終
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表

に
資
本
金
と
し
て
計
上
し
た
額
が
五

億
円
以
上
で
あ
る
か
、
②
最
終
事
業

年
度
に
か
か
る
貸
借
対
照
表
の
負
債

の
部
に
計
上
し
た
額
の
合
計
が
二
〇

〇
億
円
以
上
で
あ
る
株
式
会
社

⑵
　
中
小
会
社

　
貸
借
対
照
表
の
資
本
金
が
五
億
円

未
満
で
あ
り
、
か
つ
負
債
合
計
額
が

二
〇
〇
億
円
未
満
で
あ
る
株
式
会
社

３
　
そ
の
他
の
会
社
区
分

　
会
社
法
上
設
立
可
能
な
会
社
の
種

類
や
規
模
に
よ
る
区
分
は
前
記
の
通

り
で
す
が
、
そ
の
他
の
会
社
区
分
と

し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
　
外
国
会
社 

　
外
国
の
法
令
に
準
拠
し
て
設
立

さ
れ
た
法
人
そ
の
他
の
外
国
の
団

体
で
あ
っ
て
、
会
社
と
同
種
の
も

の
又
は
会
社
に
類
似
す
る
も
の

②
　
公
開
会
社 

　
株
式
会
社
の
う
ち
、
証
券
市
場

に
上
場
す
る
な
ど
し
て
株
式
を
公

開
し
、
株
式
取
得
に
承
認
を
必
要

と
し
な
い
会
社

③
　
取
締
役
会
設
置
会
社 

　
取
締
役
会
を
置
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
会
社

④
　
会
計
参
与
設
置
会
社 

　
会
計
参
与
を
置
く
株
式
会
社

⑤
　
会
計
監
査
人
設
置
会
社 

　
監
査
役
を
置
く
ま
た
は
置
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
株
式
会
社

⑥
　
委
員
会
等
設
置
会
社 

　
委
員
会
を
置
く
株
式
会
社

⑦
　
種
類
別
株
式
発
行
会
社 

　
内
容
の
異
な
る
種
類
別
株
式
を

発
行
す
る
株
式
会
社

⑧
　
特
定
目
的
会
社 

　
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
設
立
さ
れ
る
法
人

⑨
　
投
資
法
人 

　
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
る

法
人

４
　
証
券
取
引
法
や
税
法
に
よ
る 

　
会
社
区
分

①
　
同
族
会
社
・
非
同
族
会
社

　
　
株
主
が
三
グ
ル
ー
プ
以
内
、
発

行
株
式
の
五
〇
％
以
上
を
所
有
し

て
い
る
会
社
を
同
族
会
社
と
い
い

ま
す
。

②
　
親
会
社
・
子
会
社

　
　
親
会
社
と
は
、
他
の
企
業
の
財

務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
を

決
定
す
る
機
関
（
株
主
総
会
そ
の

他
こ
れ
に
準
ず
る
機
関
＝
「
意
思

決
定
機
関
」）
を
支
配
し
て
い
る
企

業
を
い
い
ま
す
。
そ
し
て
「
子
会

社
」
と
は
、
当
該
他
の
企
業
を
い

い
ま
す
。

５
　
中
小
企
業
基
本
法
に
よ
る 

　
会
社
区
分

　
中
小
企
業
基
本
法
に
お
い
て
は
、

業
種
に
応
じ
中
小
企
業
の
会
社
定
義

を
下
記
の
通
り
定
め
て
い
ま
す
。

⑴
　
中
小
企
業

①
　
製
造
業
そ
の
他

　
…
従
業
員
三
〇
〇
人
以
下
ま
た
は

資
本
金
三
億
円
以
下

②
　
卸
売
業

　
…
従
業
員
一
〇
〇
人
以
下
ま
た
は

資
本
金
一
億
円
以
下

③
　
小
売
業

　
…
従
業
員
五
〇
人
以
下
ま
た
は
資

本
金
五
千
万
円
以
下

④
　
サ
ー
ビ
ス
業

　
…
従
業
員
一
〇
〇
人
以
下
ま
た
は

資
本
金
五
千
万
円
以
下

⑵
　
小
規
模
企
業
者

①
　
製
造
業
そ
の
他

　
…
従
業
員
二
〇
人
以
下

②
　
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

　
…
従
業
員
五
人
以
下

６
　
そ
の
他
経
営
上
な
ど
で 

　
呼
ば
れ
る
区
分

　
①
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー

＝
あ
る
業
界
で
中
核
的
あ
る
い
は
模

範
的
立
場
に
立
ち
、
そ
の
業
界
の
先

駆
者
と
し
て
存
在
す
る
会
社
、
②
エ

ク
セ
レ
ン
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
＝
独
特
の

企
業
文
化
、
組
織
文
化
を
持
ち
、
極

め
て
収
益
力
の
高
い
超
優
良
会
社
、

③
多
国
籍
会
社
＝
活
動
拠
点
を
一
つ

の
国
家
だ
け
に
限
ら
ず
、
複
数
の
国

に
わ
た
っ
て
世
界
的
に
活
動
し
て
い

る
会
社
、
④
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
＝
最

先
端
の
分
野
で
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
や
新
し
い
市
場
に
、

独
自
の
技
術
や
製
品
で
急
成
長
し
て

い
く
企
業



11月号─4

　
事
業
者
の
法
人
税
・
所
得
税
は
、

納
税
者
自
身
が
管
轄
の
税
務
署
へ
申

告
を
行
い
税
額
を
確
定
さ
せ
、
こ
の

税
額
を
自
ら
納
付
す
る
申
告
納
税
制

度
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

誤
っ
た
申
告
が
あ
る
と
納
税
者
間
に

課
税
の
不
公
平
が
生
じ
る
た
め
、
税

務
調
査
に
よ
る
納
税
義
務
の
適
正
な

履
行
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
趣
旨
を
理
解
し
て
、
次
に
掲

げ
る
〝
税
務
調
査
ポ
イ
ン
ト
〞
の
指

摘
を
受
け
な
い
よ
う
に
適
正
な
申
告

納
税
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

Ⅰ

　主
要
な
税
務
調
査
ポ
イ
ン
ト

　
事
業
者
を
対
象
と
し
た
税
務
調
査

で
指
摘
さ
れ
る
課
税
漏
れ
の
原
因
は
、

大
き
く
「
売
上
除
外
」「
棚
卸
除
外
」

「
経
費
の
仮
装
」
に
集
約
さ
れ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
以

下
の
項
目
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
が
故
意
に
行
わ
れ

た
も
の
か
ど
う
か
を
判
別
し
、
仮
装
・

隠
ぺ
い
さ
れ
た
事
実
が
明
ら
か
な
場

合
に
は
、
国
税
通
則
法
第
六
十
八
条

に
定
め
る
重
加
算
税
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

①

　現
金
管
理
状
況

　
現
金
出
納
帳
と
実
際
の
現
金
残
高

が
一
致
し
て
い
る
か
、
ど
ん
ぶ
り
勘

定
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

　
ど
ん
ぶ
り
勘
定
が
必
ず
引
き
起
こ

す
も
の
は
「
勘
定
合
っ
て
銭
足
ら
ず
」

で
す
。
法
人
の
場
合
、
現
金
不
足
は

役
員
賞
与
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
の
で
要
注
意
で
す
。

②

　現
金
の
流
れ
と
管
理
状
況

　
ど
の
よ
う
な
取
引
先
か
ら
ど
の
よ

う
な
方
法
で
受
発
注
し
、
納
品
、
決

済
し
て
い
る
か
。
特
に
「
ど
う
や
っ

て
受
注
し
、
ど
う
や
っ
て
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
ど
う
や
っ
て
入

金
す
る
か
」
と
い
っ
た
お
金
の
流
れ

は
深
く
質
問
さ
れ
ま
す
。

　
取
引
の
把
握
漏
れ
が
な
い
よ
う
に

自
主
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

③

　売
上
繰
り
延
べ

　
税
務
上
、
売
上
の
計
上
時
期
は
原

則
と
し
て
「
商
品
を
引
き
渡
し
た
と

き
」
や
「
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
と

き
」
と
な
っ
て
お
り
、「
入
金
時
」
や

「
請
求
書
発
行
時
」
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
点
を
誤
る
と
「
売
上
計
上

漏
れ
」
で
追
徴
税
額
が
生
じ
ま
す
。

④

　自
家
消
費
分
の
計
上
漏
れ

　
自
家
用
に
使
え
る
商
品
を
消
費
し

た
場
合
、
そ
の
分
の
売
上
計
上
が
漏

れ
て
い
な
い
か
。
特
に
飲
食
業
や
工

務
店
等
は
注
意
が
必
要
で
す
。

⑤

　棚
卸
計
上
漏
れ

　
棚
卸
在
庫
を
過
小
に
見
積
も
っ
て

い
な
い
か
。
そ
の
た
め
の
帳
票
類
を

誤
っ
て
い
な
い
か
。

　
在
庫
商
品
で
は
、
期
末
の
在
庫
を

減
ら
せ
ば
そ
の
分
利
益
が
減
る
た
め
、

調
査
時
に
重
要
視
さ
れ
ま
す
。
期
末

一
カ
月
以
内
く
ら
い
に
仕
入
れ
た
全

商
品
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
サ

ン
プ
リ
ン
グ
し
て
追
跡
調
査
す
る
手

法
で
確
認
さ
れ
ま
す
。

⑥

　帳
票
類
の
整
合
性

　
見
積
書
、
請
求
書
、
納
品
書
、
領

収
書
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
か
。
不

自
然
な
日
付
や
金
額
の
記
載
が
な
い

か
。
自
然
な
流
れ
で
恣
意
的
な
操
作

の
可
能
性
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。

⑦

　修
繕
費
と
資
本
的
支
出
と
の
区

分
　
多
額
の
修
繕
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
場
合
、「
原
状
回
復
」
を
超
え
て
対

象
物
の
価
値
が
増
し
て
い
な
い
か
。

こ
こ
は
、判
断
の
難
し
い
問
題
で
す
。

⑧

　私
的
費
用
の
経
費
計
上

　
事
業
と
関
係
の
な
い
、
代
表
者
の

私
的
な
費
用
を
計
上
し
て
い
な
い
か
。

　
個
人
的
な
支
出
と
判
断
さ
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
支
出
が
社
長
へ
の
役

員
賞
与
と
さ
れ
全
額
経
費
に
計
上
で

き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
社
長
の
役

員
賞
与
に
対
す
る
源
泉
所
得
税
の
徴

収
漏
れ
の
扱
い
と
な
り
、
二
重
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
交
際
費
と
し
て
消
費
税

の
課
税
仕
入
れ
と
な
っ
て
い
た
も
の

も
、
賞
与
扱
い
に
よ
り
仕
入
税
額
控

除
が
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
分
の
消
費

税
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑨

　代
表
者
に
よ
る
不
正
蓄
財

　
代
表
者
が
、
本
人
ま
た
は
家
族
の

名
義
で
不
正
な
蓄
財
を
行
っ
て
い
な

〜
秋
は
調
査
の
季
節
〜

税
務
調
査
の

　ポ
イ
ン
ト
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い
か
。
会
社
の
調
査
で
も
不
審
な
ケ

ー
ス
が
あ
る
場
合
は
、
個
人
の
預
貯

金
ま
で
調
べ
ら
れ
ま
す
。

⑩

　人
件
費
の
管
理
状
況

　
従
業
員
の
源
泉
徴
収
漏
れ
や
、
架

空
の
人
件
費
計
上
は
な
い
か
。

　
特
に
給
料
を
現
金
で
支
給
し
て
い

た
り
、
履
歴
書
を
保
存
し
て
い
な
か

っ
た
り
す
る
と
疑
い
を
持
た
れ
ま
す

の
で
、し
っ
か
り
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

⑪

　消
費
税
の
課
税
仕
入
額

　
消
費
税
の
課
税
仕
入
額
に
非
課
税

分
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
。

　
ま
た
、
書
類
の
保
存
が
な
い
場
合

に
も
仕
入
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
な

い
の
で
、
保
存
状
況
も
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

⑫

　消
費
税
の
不
正
還
付

　
虚
偽
の
申
告
に
よ
り
、
不
正
な
消

費
税
の
還
付
を
受
け
て
い
な
い
か
。

⑬

　収
入
印
紙
の
未
貼
付

　
収
入
印
紙
の
貼
り
忘
れ
な
ど
に
よ

っ
て
、印
紙
税
の
未
納
付
は
な
い
か
。

　
印
紙
税
を
そ
の
課
税
文
書
作
成
時

ま
で
に
納
付
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

過
怠
税
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
金
額

は
、
原
則
と
し
て
そ
の
納
付
す
べ
き

印
紙
税
額
の
三
倍
（
最
低
額
一
千

円
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
自
主
的
に
そ
の
不
納
付

を
申
し
出
る
な
ど
一
定
の
要
件
を
満

た
せ
ば
、
不
納
付
税
額
の
一・一
倍
と

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
消
印
を
し
な
か

っ
た
場
合
に
も
、
印
紙
税
額
と
同
額

の
過
怠
税
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
印
紙
税
は
原
則
、
税
法
上

の
費
用
（
損
金
）
と
な
り
ま
す
が
、

過
怠
税
は
費
用
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

Ⅱ

　最
近
の
税
務
調
査
の
傾
向

　
国
税
庁
で
は
近
年
、
実
地
調
査
に

当
た
っ
て
、「
海
外
取
引
」「
消
費
税
」

「
無
所
得
申
告
」「
無
申
告
」
の
四
つ

に
つ
い
て
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。

①

　海
外
取
引
を
通
じ
て
不
正
に
税

逃
れ
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

②

　消
費
税
に
つ
い
て
は
、
不
正
還

付
等
が
な
い
よ
う
に
厳
し
く
管
理

を
す
る
。

③

　無
所
得
申
告
に
つ
い
て
は
、
調

査
の
七
割
か
ら
申
告
漏
れ
が
把
握

さ
れ
た
と
い
う
実
績
も
あ
り
、
調

査
対
象
と
す
る
。

④

　無
申
告
法
人
に
つ
い
て
は
、
重

点
的
に
取
組
む
。

　
ま
た
、
電
子
メ
ー
ル
の
や
り
取
り

も
税
務
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、留
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

加算税一覧
名称 課税要件 課税割合

（増差本税に対する）
不適用・割合の軽減

要件 不適用・軽減割合

過少申告加算税
期限内申告について、
修正申告・更正があっ
た場合

10%
・正当な理由がある場合
・更正を予知しない修正申
告の場合（注2）

不適用
［期限内申告税額と50
万円のいずれか多い金
額を超える部分］※

15%

無申告加算税

①期限後申告・決定が
あった場合
②期限後申告・決定に
ついて、修正申告・
更正があった場合

15％（注1） ・正当な理由がある場合
・法定申告期限から１月以
内にされた一定の期限後
申告の場合

不適用

［50万円超の部分］
20％（注1） 更正・決定を予知しない修

正申告・期限後申告の場合
（注2）

5%

不納付加算税
源泉徴収税額につい
て、法定納期限後に納
付・納税の告知があっ
た場合

10%

・正当な理由がある場合
・法定納期限から1月以内
にされた一定の期限後の
納付の場合

不適用

納税の告知を予知しない法
定納期限後の納付の場合 5%

重加算税 仮装・隠ぺいがあった
場合

［過少申告加算税・不
納付加算税に代えて］

35％（注1）

［無申告加算税に代えて］
40％（注1）

（注１）　過去５年内に、無申告加算税（更正・決定予知によるものに限る。）又は重加算税を課されたことがあるときは、10
％加算【平成28年度税制改正】

（注２）　調査通知以後、更正・決定予知前にされた修正申告に基づく過少申告加算税の割合は５％（※部分は10％）、期限
後申告等に基づく無申告加算税の割合は10％（50万円超の部分は15％）【平成28年度税制改正】

（注３）　注１、注２の改正は、平成29年1月1日以後に法定申告期限が到来するものに適用されます。
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仕
事
と
家
庭
が
両
立
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
雇
用
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
育
児
・
介
護
休
業
法

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
（
平
成
二
十
九

年
一
月
施
行
）。

一

　改
正
の
ポ
イ
ン
ト

　
整
備
さ
れ
た
内
容
は
、
次
の
三
点

に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
　
介
護
離
職
を
防
止
し
、
仕
事
と

介
護
の
両
立
を
可
能
と
す
る
た
め

の
制
度
の
整
備
（
仕
事
と
介
護
の

両
立
）

②
　
多
様
な
家
族
形
態
・
雇
用
形
態

に
対
応
し
た
育
児
期
の
両
立
支
援

制
度
等
の
整
備
（
仕
事
と
育
児
の

両
立
）

③
　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
・
介

護
休
業
等
を
理
由
と
す
る
嫌
が
ら

せ
等
の
防
止
（
継
続
就
業
の
た
め

の
環
境
整
備
）

　
そ
れ
で
は
、
整
備
さ
れ
た
制
度
の

概
要
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

二

　仕
事
と
介
護
の
両
立

①
　
介
護
休
業
の
分
割
取
得

改
正
前
…
介
護
を
必
要
と
す
る
家
族

（
対
象
家
族
）
一
人
に
つ
き
、
通

算
九
十
三
日
ま
で
と
し
、
原
則
と

し
て
一
回
に
限
り
取
得
可
能
で
し

た
。

改
正
後
…
総
日
数
（
対
象
家
族
一
人

に
つ
き
通
算
九
十
三
日
）
は
従
来

通
り
で
す
。
取
得
回
数
は
、
三
回

を
上
限
と
す
る
分
割
取
得
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
介
護
休
業
期
間
中
は
、
所

定
の
要
件
を
満
た
す
労
働
者
に
対
し
、

雇
用
保
険
制
度
か
ら
「
介
護
休
業
給

付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
介
護
休
業
給
付
金
の
支
給
率
は
平

成
二
十
八
年
八
月
か
ら
引
き
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
休
業
開
始
前
賃
金
の
約

六
七
％
（
従
来
は
四
〇
％
）
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
対
象
家
族
の
範
囲
は
、
配
偶
者
、

父
母
、
子
、
配
偶
者
の
父
母
、
同
居

か
つ
扶
養
し
て
い
る
祖
父
母
、
兄
弟

姉
妹
及
び
孫
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

同
居
・
扶
養
し
て
い
な
い
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹
及
び
孫
に
も
範
囲
が
拡
が

り
ま
す
。

②
　
介
護
休
暇
の
取
得
単
位
の
柔
軟

化
　
介
護
休
暇
と
は
、
対
象
家
族
の
介

護
そ
の
他
の
世
話
を
行
う
労
働
者
が

一
年
に
五
日
（
対
象
家
族
が
二
人
以

上
の
と
き
は
十
日
）
ま
で
、
介
護
等

を
行
う
た
め
に
取
得
で
き
る
休
暇
を

い
い
ま
す
。

　
改
正
前
は
、
一
日
単
位
の
取
得
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
に
よ
り

半
日
単
位
で
の
取
得
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　
半
日
単
位
で
の
取
得
は
、
原
則
と

し
て
所
定
労
働
時
間
の
「
二
分
の
一
」

の
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
労
使
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
に
よ
り
二
分
の
一
以
外
の
時
間

数
を
設
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す（
例

え
ば
、
午
前
休
暇
は
九
時
か
ら
十
二

時
ま
で
の
三
時
間
と
し
、
午
後
休
暇

は
十
三
時
か
ら
十
八
時
ま
で
の
五
時

間
と
す
る
等
）。

※
所
定
労
働
時
間
が
四
時
間
以
下
の

労
働
者
に
つ
い
て
は
半
日
単
位
の

適
用
除
外
と
さ
れ
、
一
日
単
位
の

取
得
の
ま
ま
で
す
。

※
業
務
の
性
質
や
業
務
の
実
施
体
制

に
照
ら
し
て
、
半
日
を
単
位
と
し

て
取
得
す
る
こ
と
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
業
務
（
例
え
ば
、
流
れ
作

業
方
式
や
交
替
制
勤
務
に
よ
る
業

務
で
あ
っ
て
、
半
日
単
位
で
介
護

休
暇
を
取
得
す
る
者
を
勤
務
体
制

に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
業
務

を
遂
行
す
る
こ
と
が
困
難
な
業
務

な
ど
）
に
就
く
労
働
者
は
、
労
使

協
定
に
よ
り
除
外
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

③
　
介
護
の
た
め
の
所
定
労
働
時
間

の
短
縮
措
置
等

改
正
前
…
介
護
の
た
め
の
所
定
労
働

時
間
の
短
縮
措
置
等
に
つ
い
て
、

介
護
休
業
と
通
算
し
て
九
十
三
日

の
範
囲
で
利
用
可
能
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

改
正
後
…
介
護
休
業
と
は
別
に
、
利

用
開
始
か
ら
三
年
の
間
で
二
回
以

上
の
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
事
業
主
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
措

置
か
ら
選
択
し
て
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
従
来
通
り
）。

育児・介護休業法等の改正
（平成 29年 1月施行）
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・
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
措
置

・
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度

・
始
業
、
終
業
時
刻
の
繰
上
げ
繰
下

げ
・
労
働
者
が
利
用
す
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
用
の
助
成
そ
の
他
こ
れ
に
準

じ
る
制
度

④
　
介
護
の
た
め
の
残
業
の
免
除 

（
新
設
）

　
介
護
終
了
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、

所
定
外
労
働
（
残
業
）
の
免
除
の
請

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
新

設
さ
れ
ま
す
。

⑤
　
有
期
契
約
労
働
者
の
介
護
休
業

取
得
要
件
緩
和

　
改
正
前
は
、
次
の
三
点
を
満
た
す

と
き
に
介
護
休
業
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ア
　
同
一
の
事
業
主
に
引
き
続
き
一

年
以
上
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

イ
　
介
護
休
業
開
始
予
定
日
か
ら
九

十
三
日
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
以

降
も
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
こ
と

ウ
　
九
十
三
日
経
過
日
か
ら
一
年
を

経
過
す
る
日
ま
で
に
労
働
契
約
の

期
間
が
満
了
し
て
お
り
、
か
つ
、

契
約
が
更
新
さ
れ
な
い
こ
と
が
明

ら
か
で
な
い
こ
と

　
改
正
後
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す

こ
と
で
介
護
休
業
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ア
　
介
護
休
業
の
申
出
時
点
で
、
過

去
一
年
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ

て
い
る
こ
と

イ
　
介
護
休
業
を
取
得
す
る
日
か
ら

九
か
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間

に
、
雇
用
契
約
が
終
了
す
る
こ
と

が
明
ら
か
で
な
い
こ
と

三

　仕
事
と
育
児
の
両
立

①
　
子
の
看
護
休
暇
の
取
得
単
位
の

柔
軟
化

　
子
の
看
護
休
暇
と
は
、
小
学
校
就

学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養

育
す
る
労
働
者
が
一
年
に
五
日
（
子

が
二
人
以
上
の
と
き
は
十
日
）ま
で
、

病
気
や
け
が
を
し
た
子
の
看
護
ま
た

は
子
に
予
防
接
種
、
健
康
診
断
を
受

け
さ
せ
る
た
め
に
取
得
で
き
る
休
暇

を
い
い
ま
す
。

　
前
述
の
対
象
家
族
の
介
護
休
暇
と

同
様
に
、
半
日
単
位
で
の
取
得
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

②
　
有
期
契
約
労
働
者
の
育
児
休
業

取
得
要
件
緩
和

　
改
正
前
は
、
次
の
三
点
を
満
た
す

と
き
に
育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ア
　
同
一
の
事
業
主
に
引
き
続
き
一

年
以
上
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

イ
　
子
の
一
歳
の
誕
生
日
以
降
も
引

き
続
き
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
こ
と

ウ
　
子
の
二
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日

ま
で
に
、
労
働
契
約
の
期
間
が
満

了
し
て
お
り
、
か
つ
、
契
約
が
更

新
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
な

い
こ
と

　
改
正
後
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す

こ
と
で
育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ア
　
育
児
休
業
の
申
出
時
点
で
、
過

去
一
年
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ

て
い
る
こ
と

イ
　
子
が
一
歳
六
か
月
に
な
る
ま
で

の
間
に
、
雇
用
契
約
が
終
了
す
る

こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と

③
　
育
児
休
業
等
の
対
象
と
な
る
子

の
範
囲

　
改
正
前
は
、
育
児
休
業
等
を
取
得

で
き
る
対
象
は
、
法
律
上
の
親
子
関

係
が
あ
る
実
子
・
養
子
を
養
育
す
る

労
働
者
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
改
正
後
は
、
特
別
養
子
縁
組
の
監

護
期
間
中
の
子
、
養
子
縁
組
里
親
に

委
託
さ
れ
て
い
る
子
そ
の
他
こ
れ
ら

に
準
ず
る
も
の
を
養
育
す
る
と
き
も

育
児
休
業
の
対
象
と
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
育
児
休
業
の
他
、
子
の
看

護
休
暇
、
所
定
外
労
働
の
免
除
、
所

定
外
労
働
の
制
限
、深
夜
業
の
制
限
、

所
定
労
働
時
間
の
短
縮
の
措
置
に
お

い
て
も
、
養
育
す
る
子
の
範
囲
に
つ

い
て
同
様
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
す
。

四

　継
続
就
業
の
た
め
の
環
境
整
備

　
育
児
・
介
護
休
業
法
の
ほ
か
、
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
な
ど
も
改
正
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
従
来
か
ら
、
事
業
主
に
よ
る
妊
娠
・

出
産
・
育
児
休
業
・
介
護
休
業
等
を

理
由
と
す
る
不
利
益
取
扱
い
は
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
改
正
後
は
、
こ
れ
に
加
え
、
上
司
・

同
僚
な
ど
に
よ
る
就
業
環
境
を
害
す

る
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、
雇
用
管

理
上
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
事

業
主
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
派
遣
先
で
就
業
す
る
派
遣

労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派
遣
先
も
事

業
主
と
み
な
し
て
、
前
記
防
止
措
置

義
務
を
適
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
事

業
主
に
よ
る
育
児
休
業
等
の
取
得
等

を
理
由
と
す
る
不
利
益
取
扱
い
の
禁

止
規
定
を
派
遣
先
に
も
適
用
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
す
。



　皆さんは、普段周囲の人たちと話をする
時、心がけていらっしゃることはあります
か？正確な内容を伝えることはもちろんで
すが、その前に、私たちの声や話し方は、
相手にどんな風に思われているのでしょう
か。
　「感じのいい話し方、聞きやすい声だな」
と思われるか、「聞き取りにくいな、笑顔
もあまりない」と思われるか。当然前者の
方が望ましいですね。
　そうあるためにいつも心に留めておきた
いことが、「口角２ミリ」です。
　鏡を見ながら、ご自分の唇の端を少しだ
け上げてみてください。慣れない場合、全
く上げられない方もいます。
　私たちの話す日本語は、唇の周りの筋肉
をあまり動かさずに発音できる言葉ですの
で、表情筋がいつの間にか固まってしまっ
ているのでしょう。

　その場合は、指で物理的に口角を押し上
げてみましょう。慣れない動きをするので、
かえって強張った表情になるかもしれませ
ん。ところが、だんだん慣れてきて指を使
わずに自然と口角が上がるようになると、
逆に目尻は引き寄せられるように下がっ
て、全体としてとても優しい表情になりま
す。
　この口角２ミリがいつでもできるように
なると、相手に与える印象がずいぶん変わ
ってくるはずです。
　電話で話をする時にもぜひ実践して下さ
い。「笑顔」は直接見えませんが、声に表
れて「笑声（えごえ）」となります。
　実際に、直接お客様とは顔を合わせない
コールセンターでも、いつでも自分の表情
が確認できるよう、一人ひとつずつ、デス
クに鏡を置いているところもあるようです。
　このトレーニングを上手に取り入れ、お
客様とのコミュニケーションや、職場のよ
りよい雰囲気作りに役立てたいものです
ね。

　子どもの頃に習ったリコーダー、まだお
持ちですか？ソプラノ・アルトと、２本の
リコーダーをお持ちの方もいるかと思いま
す。
　元々は木製で、歴史は古く500年前に
は既に存在した楽器ですが、現代では学校
教育に使われるため、樹脂製のものが大量
生産されています。
　ピーッと甲高い音が出てしまいがちで、
子どもの頃苦手だった方も多いと思います
が、うまく息をコントロールできればとて
も良い音を出してくれます。
　もしご自宅に眠っているリコーダーがあ
りましたら、きれいに水洗いしてまた吹い
てみて下さい。何十年経っていても昔のま
まの音が出ますよ。
　腹式呼吸や「吹く」ことは健康にもよい
と言われています。
　お子さんやお仲間とアンサンブルで楽し
むのも素敵ですね。

　き
ら
き
ら
し
た
若
い
人
を
見
る
と
、

「
青
春
！
」
と
ま
ぶ
し
く
感
じ
る
も

の
で
す
が
、
そ
う
思
っ
て
い
る
私
た

ち
は
、
青
春
を
通
り
過
ぎ
た
今
、
ど

の
よ
う
な
時
を
生
き
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　中
国
の
陰
陽
五
行
説
に
よ
れ
ば
、

青
春
の
後
に
は
「
朱
夏
（
赤
）」、「
白

秋
」、「
玄
冬
（
黒
）」
と
続
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
人
生
に
あ
て
は
め

て
み
る
と
、
い
ず
れ
皆
黒
い
冬
に
た

ど
り
着
く
こ
と
は
同
じ
で
す
が
、
そ

こ
に
行
き
着
く
ま
で
の
順
番
は
、
も

し
か
す
る
と
人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　職
場
や
家
庭
で
の
大
き
な
仕
事
が

実
を
結
ん
だ
後
、
穏
や
か
に
白
秋
の

時
期
を
過
ご
す
も
よ
し
、あ
る
い
は
、

年
齢
や
経
験
を
重
ね
た
分
、
更
に
き

ら
き
ら
と
輝
い
て
も
う
一
度
青
春
を

過
ご
す
も
よ
し
。

　皆
さ
ん
の
プ
ラ
ン
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？

口角２ミリ

リコーダー
人
生
の
春
夏
秋
冬
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